
沿線３市男女共同参画連携事業　お知らせと報告

　男女共同参画の究極の目的は、皆が一人ひとりきちんと
素直な目で見てもらえる、尊敬される社会を作ること。
　私が鳥取県知事だった時に、県庁での具体的な取り組み
について、ご紹介します。
　以前は、どの組織も部署も大多数は男性であり、いろい
ろな仕事ができる係に配属していました。一方、女性は、
迷うことなく庶務につけていました。管理職は男性ばかり
です。財政や様々な部署を経験するチャンスに恵まれた人
と、庶務以外のチャンスを与えられなかった人とを比べて、
仕事ができる、できないと判断するのは不当です。
　私はこれを変えなければいけないと思い、男性も女性も
庶務も庶務でない仕事もやるという基本的なルールを予め
示し、それに基づききちんと配属しました。男性も女性も
同じような機会が与えられるようにしたのです。その結果
わかったことは、仕事ができる、できないというのは男女
の性別に基づくものではないということです。それは個人
による差です。
　今年「女性活躍推進法」が成立しました。女性が存分に
活躍できる社会を作ることはよいことですが、それを職場

が受け入れられる環境が整っていることが大切です。気に
なることは、日本の女性は家庭を切り盛りし、育児も男性
よりも圧倒的に多くかかわっています。そのうえで社会進
出がさかんになれば、男性の家庭内進出もさかんになる必
要があります。女性は家
庭と社会の二重苦になっ
ています。
　そうならないためにも、
男性が地域社会、家庭内
でもっと役割を果たさな
ければなりません。女性
の社会活躍と同様に男性
の家庭内活躍もこのため
に欠かせないことだと思
います。

※以上は2016年1月17日に
行われた講演会の要旨で
す。

　平成 27 年度、西武池袋線沿線の隣接３市（清瀬市、東久留米市、西東京市）が連携して「男性にとっての
男女共同参画」をテーマに、下記の講座を実施しました。
　平成 28 年度の沿線３市男女共同参画連携事業は「ワーク・ライフ・バランス」をテーマに、「ワーク・ライフ・
バランスに関する企業等意識調査」（３市で 1500 企業を対象）と「ワーク・ライフ・バランス講座」を実施します。
　また「女性起業応援事業」として「起業入門講座」「女性起業応援フェスタ」「フェスタ出展者交流会・フォロー
アップ講座」を開催予定です。

  7 月   6 日（水）起業入門講座を実施しました
“好き” と “得意” でつくる私のしごと

女性起業応援フェスタ
10 月 30 日（日）西東京市男女平等推進センター（パリテ）
11月 27 日（日）清瀬市男女共同参画センター（アイレック）

女性起業応援フェスタ出展者交流会・フォローアップ講座
平成 29 年
  1 月 15 日（日）東久留米市市民プラザホール

片山善博さんが語る　男性にとっての男女共同参画

平成 27 年度「男性にとっての男女共同参画」平成 28 年度「ワーク・ライフ・バランス」

※この事業は「多摩・島しょ広域連携活動助成金」を活用しています。

平成 27 年度　沿線３市男女共同参画連携事業　活動報告
アイレックにて配布中（先着 20 部）。

清瀬で生きる女性に
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　身を持って得た経験、出会いが畠
山さんの仕事に対する熱い想いと、
凛とした真摯な姿の源だということ
が、よくわかりました。子どもも一
緒に大勢で訪問したにもかかわら
ず、お忙しい中、畠山さんをはじめ、
署の皆さん
が丁寧にご
対応くださ
いました。
（福田）

★インタビューを終えて★

ありがとう

ございました！
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手を組めば新しい風


